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損害保険

生命保険

農業共済：園芸施設共済・果樹共済（樹体）・家畜共済

農業共済：農機具共済・建物共済

収入保険 その他の交付金・補給金等の制度
※赤色：国庫負担あり　青色：国庫負担なし

万が一の事態に陥ったときには
主に３つの事象が発生する

医療保険

農業共済：農作物共済・畑作物共済・果樹共済（収穫物）・家畜共済

経営者、家族、
従業員が病気や怪我で

動けない……

台風、豪雨、地震に
遭ってしまった……

市場価格、為替変動等で
販売価格が

下落してしまった……

資産の損失

収入の減少

人的被害

「備えあれば憂いなし」というものの、農業界で保険の必要性を強く認識し、相応の備えをしている経営者は
決して多くない。局所的な豪雨に降雪、台風に伴う強風、地震など、日本列島を襲う自然災害は農業現場にも
多くの被害を及ぼしているにも関わらずだ。当然ながら、長期的な投資に力を入れて規模を拡大している経営
ほど、万が一被災すると最小限の補償では資金繰りの悪化を招くリスクが高くなる。国や都道府県、市町村が
手を差し伸べてくれるのはほんの一部と心得て、経営状況に見合った頼みの綱を経営者が自ら選択するしかな
い。折しも、現行の公的保険が見直され、平成31年1月から「収入保険」がスタートする。農業生産、農産物
販売の自由度が高まり、損失の要因が多様化するなか、保険の知識を深める機会を設けてはいかがだろうか。
平時にこそ備えを見直しておきたいものである。� （取材・構成／永井佳史・八木誠一・加藤祐子）

特 集

～収入保険と民間の損害保険サービス～

農業保険の
最新動向



14農業経営者 2018 年 11 月号

食
管
制
度
が
前
提
の
農
業
共
済
制
度

あ
ま
た
あ
る
産
業
の
な
か
で
も
農
業

は
、
天
候
や
自
然
災
害
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
や
す
い
こ
と
か
ら
、
１
９
４
７
年

よ
り
国
策
に
基
づ
く
公
的
保
険
が
制
度
化

さ
れ
て
き
た
。
ど
の
程
度
備
え
て
お
く
か

は
経
営
者
の
判
断
に
よ
る
と
こ
ろ
で
、
公

的
保
険
に
加
え
て
、
民
間
の
損
害
保
険
会

社
や
生
命
保
険
会
社
が
取
り
扱
う
民
営
保

険
を
活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

は
じ
め
に
現
行
制
度
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
我
が
国
で
公
的
保
険
の
役
割
を
長

年
担
っ
て
き
た
の
が
農
業
共
済
制
度
だ
。

農
業
共
済
制
度
は「
農
業
災
害
補
償
法（
昭

和
22
年
法
律
第
１
８
５
号
）」
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
、
掛
け
金
の
約
半
分
を
国
庫
負

担
す
る
形
で
農
業
経
営
を
下
支
え
し
て
き

た
。
２
０
１
７
年
産
（
一
部
に
年
度
の
数

値
を
含
む
）
の
事
業
別
の
引
受
実
績
を
表

１
に
示
す
。
な
お
、
建
物
共
済
と
農
機
具

共
済
の
2
つ
の
事
業
に
は
、
掛
け
金
に
国

庫
負
担
が
な
い
た
め
、
加
入
状
況
が
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
農
作
物
共
済
の
水
稲
・
麦
の
引

受
率
（
加
入
率
）
が
高
い
の
は
、
当
然
加

入
制
を
敷
き
、
一
定
の
面
積
規
模
以
上
の

耕
作
を
行
な
う
農
業
者
に
加
入
を
義
務
付

け
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
創
設
時
に
前
提

と
な
っ
て
い
た
食
糧
管
理
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
国
に
よ
る
生
産
調
整
が
な
く
な
り
、

こ
の
当
然
加
入
制
は
今
回
の
制
度
改
正
で

任
意
加
入
制
と
な
る
。
ま
た
、
実
施
主
体

の
農
業
共
済
組
合
等
の
数
は
70
年
に
は
３

２
０
２
あ
っ
た
が
、
２
０
１
８
年
時
点
で

１
２
３
団
体
に
集
約
さ
れ
、
事
業
の
あ
り

方
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

共
済
支
払
額
は
、
93
年
の
冷
害
が
発
生

し
た
年
に
最
高
額
と
な
り
、
04
年
の
冷
害

時
に
も
多
く
発
動
し
た
。
し
か
し
、
近
年

に
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、

冷
害
や
台
風
に
限
ら
な
い
。
旧
態
依
然
と

し
た
制
度
の
見
直
し
を
後
押
し
す
る
の

は
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
被
害
の
多
様

化
で
あ
る
。
06
年
か
ら
15
年
ま
で
の
10
年

間
に
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
の
被

害
額
と
共
済
支
払
額
を
図
１
に
、
災
害
ご

と
の
被
害
状
況
を
図
２
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し

た
。
豪
雨
や
火
山
噴
火
、
地
震
な
ど
に
よ

っ
て
作
付
け
不
能
に
な
っ
た
場
合
や
収
穫

物
が
倉
庫
で
浸
水
し
た
場
合
な
ど
は
、
従

来
の
共
済
制
度
で
は
想
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
被
害
額
と
共
済
支
払
額
が
呼
応
し
て

い
な
い
と
き
も
あ
る
。

農
林
水
産
省
が
農
業
共
済
制
度
の
課
題

と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
①
対
象
品
目

が
収
量
を
確
認
で
き
る
も
の
に
限
定
さ

れ
、
野
菜
の
価
格
安
定
制
度
に
も
該
当
し

な
い
野
菜
生
産
に
対
応
す
る
制
度
が
な
い

こ
と
、
②
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
の

み
を
対
象
（
家
畜
共
済
を
除
く
）
と
し
、

価
格
低
下
に
よ
る
収
入
減
少
に
対
応
で
き

表 1：平成 29 年産（度）の農業共済事業の種類と引受実績

※家畜共済・園芸施設共済については、年度の数値である
※�引受率は家畜共済は一般期間に係る頭数引受率、蚕繭は箱数引受率、その
他は面積引受率である� 出典：農林水産省

事業名 引受戸数
（千戸） 引受数量 引受率

（％）

農作物共済 1,341 1,705

（千 ha）
水稲 1,302 1,438 92.4 

陸稲 0.1 0.03 3.6 

麦 39 267 97.7 

家畜共済 60 6,724

（千頭）

乳用牛等 14 2,132 92.6 

肉用牛等 43 2,254 67.8 

馬 2 21 56.8 

種豚 1 214 25.2 

肉豚 1 2,103 29.7 

果樹共済 60 37

（千 ha）収穫 58 37 23.7 

樹体 2 0.7 3.0 

畑作物共済 69
（千 ha）

農作物 69 296 71.5 

蚕繭 0.2 2.0 （千箱） 13.6 

園芸施設共済 194 22 （千 ha） 43.3 

合計 1,724

現行の保険制度と
近年の自然災害

Chapter 1

多様化する農業経営の

セーフティーネットは

十分に機能していない
?!
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な
い
こ
と
、
③
品
目
ご
と
に
異
な
る
共
済

制
度
へ
の
加
入
が
必
要
で
、
複
合
経
営
全

体
を
前
提
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
④
圃
場

ご
と
に
損
害
査
定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

の
４
点
で
あ
る
。
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、

対
象
品
目
や
対
象
要
因
が
実
際
の
農
業
経

営
の
損
害
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る 

そ
の
他
の
類
似
制
度

農
業
共
済
制
度
が
創
設
さ
れ
た
約
70
年

前
と
は
、
農
作
物
の
生
産
・
販
売
へ
の
国

の
関
わ
り
方
も
違
え
ば
、
農
業
経
営
の
規

模
も
異
な
る
。
農
林
水
産
省
は
、
抜
本
的

な
制
度
改
革
の
前
に
、
収
入
減
少
を
補
て

ん
す
る
制
度
を
品
目
別
に
設
け
て
き
た
。

表
２
、
表
３
に
そ
の
一
覧
を
示
す
。
都
道

府
県
等
の
地
域
単
位
で
損
失
算
定
が
行
わ

れ
て
い
た
り
、
野
菜
の
場
合
は
指
定
産
地

で
農
協
等
の
出
荷
団
体
を
経
由
し
て
卸
売

市
場
に
出
荷
す
る
場
合
が
大
部
分
で
あ
る

な
ど
、
地
域
で
標
準
的
な
営
農
を
し
て
い

る
農
業
者
を
支
え
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
カ
バ
ー
で
き
る
範
囲
は
限
定
的

で
あ
る
。
農
産
物
の
生
産
、
販
売
の
自
由

度
を
高
め
、
産
業
化
を
推
し
進
め
る
農
業

改
革
を
推
進
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
制
度

は
先
進
的
に
取
り
組
む
経
営
者
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
な
り
得
て
お
ら
ず
、

新
た
な
保
険
制
度
の
導
入
は
至
上
命
令
に

な
っ
て
久
し
い
の
で
あ
る
。

今
年
も
現
行
の
共
済
制
度
で

対
応
で
き
な
い
災
害
が
多
発

自
然
災
害
の
爪
痕
は
今
年
も
生
々
し

い
。
７
月
豪
雨
の
被
害
は
西
日
本
を
中
心

に
37
都
道
府
県
・
約
３
０
０
０
億
円
に
及

ぶ
。
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
は
約

７
０
０
億
円
、
な
か
で
も
停
電
が
も
た
ら

す
影
響
の
大
き
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

ま
だ
被
害
の
全
貌
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
な

い
台
風
24
号
は
、
強
風
に
よ
る
塩
害
も
あ

り
う
る
こ
と
を
示
し
た
。

図 2：近年の主な自然災害における農林水産分野の被害額

図１：近年の主な自然災害による農林水産物の被害額と共済支払額

※図１、図２の被害額はいずれも農林水産省『過去の主な異常災害等と農林水産被害』より抜粋　※図１の共済支払額は同省の共済関連統計に基づく
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特 集 農業保険の最新動向  ～収入保険と民間の損害保険サービス～

2015

９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
：
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木

台
風
第
15
号
：
新
潟
、
福
岡
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島

台
風
第
11
号
：
兵
庫
、
和
歌
山
、
徳
島
、
香
川

2014

台
風
第
19
号
：
兵
庫
、
鹿
児
島

８
月
豪
雨
：
北
海
道
、
新
潟
、
兵
庫
、
広
島
、
徳
島
等

梅
雨
期
に
お
け
る
大
雨
等
：
山
形
、
栃
木
、
沖
縄

前
年
11
月
か
ら
の
大
雪
：
福
島
、
栃
木
、
群
馬
等

2013

台
風
第
26
号
：
茨
城
、
千
葉
、
東
京

台
風
第
18
号
：
青
森
、
長
野
、
新
潟

台
風
第
15
、
17
号
及
び
前
線
：
兵
庫
、
佐
賀
、
長
崎

８
月
23
日
か
ら
の
大
雨
等
：
島
根
、
長
崎

梅
雨
期
等
に
お
け
る
大
雨
等
：
岩
手
、
秋
田
、
茨
城

前
年
11
月
か
ら
の
大
雪
等
：
青
森
、
新
潟

2012

７
月
九
州
北
部
豪
雨
：
熊
本
、
大
分
、
福
岡

４
月
３
日
か
ら
の
暴
風
：
秋
田
、
山
形
、
新
潟

前
年
11
月
か
ら
の
大
雪
等
：
北
海
道
、
山
形
、
新
潟

2011

台
風
第
12
号
：
奈
良
、
和
歌
山
、
三
重

７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
：
新
潟
、
福
島

台
風
第
６
号
：
高
知
、
徳
島
、
和
歌
山

東
日
本
大
震
災
：
宮
城
、
岩
手
、
福
島

前
年
11
月
か
ら
の
大
雪
等
：
岩
手
、
鳥
取
、
島
根

2010

梅
雨
期
の
大
雨
：
山
口
、
福
岡
、
宮
崎

３
月
か
ら
の
低
温
・
降
霜
等
：
静
岡
、
和
歌
山
、
熊
本

2009

台
風
第
18
号
：
岩
手
、
愛
知
、
三
重

台
風
第
９
号
：
兵
庫
、
岡
山
、
香
川

７
月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
：
島
根
、
広
島
、
福
岡

2008

７
月
大
雨
：
富
山
、
石
川

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
：
岩
手
、
宮
城

２
月
の
低
気
圧
：
福
島
、
栃
木
、
高
知

2007

９
月
東
北
地
方
の
大
雨
：
青
森
、
岩
手
、
秋
田

台
風
第
９
号
：
宮
城
、
群
馬
、
長
野

台
風
第
５
号
：
高
知
、
大
分
、
宮
崎

新
潟
県
中
越
沖
地
震
：
新
潟
、
長
野

台
風
第
４
号
と
前
線
：
高
知
、
宮
崎
、
鹿
児
島

能
登
半
島
地
震
：
石
川
、
富
山
、
岐
阜

2006

10
月
初
旬
の
低
気
圧
：
北
海
道
、
青
森

台
風
第
13
号
：
佐
賀
、
長
崎

台
風
第
10
号
：
北
海
道
、
宮
崎
、
高
知

７
月
梅
雨
前
線
豪
雨
：
長
野
、
鹿
児
島
、
熊
本

豪
雪
：
新
潟
、
愛
媛
、
青
森

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

億円

農林水産物：749億円
施設：2兆 3,092 億円

■ 施設
■ 農林水産物
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肥育牛：肉用牛肥育経営安定特別対策事業 肉豚：養豚経営安定特別対策事業 酪農：加工原料乳生産者経営安定対策

肉用牛肥育経営の収益性の悪化に対処し、経
営の安定を図るため、肥育牛の平均粗収益が平
均生産費を下回った場合に補てん金を交付する

養豚経営の収益性の悪化に対処し、経営の安
定を図るため、肥育豚の平均粗収益が平均生
産費を下回った場合に補てん金を交付する

酪農経営の安定を図るために、加工原料乳の取
引価格が補てん基準価格を下回った場合に補て
ん金を交付する

肉用子牛：肉用子牛生産者補給金制度／肉用牛繁殖経営支援事業 鶏卵：鶏卵生産者経営安定対策

牛肉の輸入に係る事情の変化が肉用子牛の価格等に及ぼす影響に対処し
再生産を確保するため、肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格等を下
回った場合に補給金を交付する。また、前者と一体的に機能し、繁殖経営
の所得を確保するため、肉用子牛の平均売買価格が発動基準を下回った
場合に補てん金を交付する

鶏卵の消費停滞や飼料価格の高止まり等に対処し、鶏卵生産者の経営の
安定を図るため、鶏卵の標準取引価格が補てん基準価格を下回った場合に
補てん金を交付する。また、安定基準価格を下回った場合に、新たな成鶏
を導入するまで60日以上の空舎期間を設けた場合、羽数に応じて奨励金を
交付する

表2：収入減少を補てんする機能を有する類似制度（水田、畑作、果樹、工芸農作物）

表3：収入減少を補てんする機能を有する類似制度（畜産）

制度名 対象品目 補てん内容

農作物
共済 水稲、陸稲、麦

災害によりその年の収穫量が平年の収穫量に比べて一定割合
以上減少した場合に、補てんの対象となる減収量を算出し、こ
れに農業者との契約による補償単価を乗じて算出した共済金を
支払う　※一定規模（面積）以上の行なう者は経営判断によ
らず、加入が義務付けられている（2019年産以降は任意加入制）

【収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）】

畑作物
共済

大豆（エダマメ含む）、小豆、
インゲン、バレイショ、ビー
ト、サトウキビ、茶、ソバ、
スイートコーン、タマネギ、
カボチャ、ホップ、蚕繭 災害によりその年の収穫量が平年の収穫量に比べて一定割合

以上減少した場合に、補てんの対象となる減収量を算出し、こ
れに農業者との契約による補償単価を乗じて算出した共済金を
支払う　※任意加入制果樹

共済

温州ミカン、夏ミカン、伊
予柑、ハッサク等の指定柑
橘、リンゴ、ブドウ、梨、桃、
オウトウ、ビワ、柿、栗、梅、
スモモ、キウイフルーツ、パ
インアップル 【野菜価格安定制度】

収入減少影響
緩和対策

（ナラシ対策）
コメ、麦、大豆、ビート、
澱ぷん原料用バレイショ

農業収入の減少がその農業経営に及ぼす影響を緩和するた
め、コメ、麦、大豆等の収入額が標準的収入額を下回った場
合に、交付金を交付する　※2007年４月1日施行

野菜価格
安定制度

（1）指定野菜（14 品目）
キャベツ、キュウリ、サトイモ、
ダイコン、トマト、ナス、ニ
ンジン、ネギ、ハクサイ、ピ
ーマン、レタス、タマネギ、
バレイショ、ホウレンソウ
（2）特定野菜（35 品目）
アスパラガス、イチゴ、エ
ダマメ、カブ、カボチャ、カ
リフラワー、カンショ、グリ
ーンピース、ゴボウ、小松菜、
サヤインゲン、サヤエンドウ、
春菊、ショウガ、スイカ、ス
イートコーン、セルリー、ソ
ラマメ、チンゲンサイ、生シ
イタケ、ニラ、ニンニク、フキ、
ブロッコリー、ミズナ、ミツバ、
メロン、ヤマノイモ、レンコン、
シシトウガラシ、ワケギ、ラ
ッキョウ、ニガウリ、オクラ、
ミョウガ

野菜の生産・出荷の安定と消費者への安定供給を図るため、
生産者、道府県および国があらかじめ積み立てた資金を財源
として、生産者に対して補給金を交付する
（１）指定野菜

補償基準額：平均販売価格の90％
最低基準額：同60％
要件：①指定産地で生産されたもの

②�登録出荷団体または登録生産者が卸売市場に
出荷したもの

③�農畜産業振興機構の定める規格に適合したもの

（２）特定野菜
補償基準額：平均販売価格の80％
最低基準額：同55％
要件：①�安定的供給を確保するため知事が選定した産地

で生産されたもの
②�共同出荷組織または相当規模生産者が卸売市
場に出荷したもの

【いぐさ・畳表農家経営所得安定化対策】

いぐさ・畳表
農家経営
所得安定化
対策

いぐさ・畳表
いぐさ・畳表生産者の経営安定に及ぼす影響を緩和するため、
国産畳表の平均取引価格が助成基準価格を下回った場合に
補てん金を交付する

農業者：国
　＝１：１で積立

農業者：県：国
　＝１：１：3で積立

税のしくみを使って

個々の経営の安定化を

サポートする！
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経
営
ご
と
の
収
入
に
着
目
し
た 

新
し
い
保
険
制
度

―
―
新
し
く
始
ま
る
「
収
入
保
険
」
に
つ

い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

窪
山
富
士
男
氏
（
農
業
経
営
収
入
保
険
室

長
）　

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
収
入
保
険

は
す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
収
入
に
着

目
し
て
補
償
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
税

の
し
く
み
を
活
用
し
ま
す
の
で
、
青
色
申

告
を
行
な
っ
て
い
る
個
人
、
法
人
が
対
象

で
す
。
２
０
１
９
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
の
で
、
個
人
の
加
入
申
請
が
10
月

１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
法
人
の
皆
さ

ん
は
、
事
業
年
度
の
開
始
月
に
合
わ
せ
て

順
次
加
入
申
請
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
形

に
な
り
ま
す
。

―
―
窓
口
は
ど
こ
に
な
り
ま
す
か
？

窪
山　

実
施
主
体
は
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
で
す
。
今
年
４
月
に
各
都
道
府
県

の
農
業
共
済
組
合
が
構
成
員
に
な
っ
て
立

ち
上
げ
た
組
織
で
、
こ
こ
が
加
入
す
る
農

業
者
と
契
約
を
結
ぶ
相
手
方
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
農
業
者
の
方
と
対
面
し
て
、
契
約

手
続
き
や
保
険
期
間
中
に
対
応
す
る
窓
口

と
し
て
い
わ
ゆ
る
代
理
店
の
機
能
は
、
各
都

道
府
県
の
農
業
共
済
組
合
が
果
た
し
ま
す
。

―
―
今
回
の
制
度
改
革
の
ね
ら
い
は
ど
こ

に
あ
り
ま
す
か
？

窪
山　

農
業
の
成
長
産
業
化
に
よ
り
、
日

本
の
農
業
者
の
半
分
く
ら
い
は
複
合
経
営

で
、
新
し
い
品
目
を
導
入
し
た
り
、
自
ら

販
路
を
開
拓
し
て
契
約
を
と
っ
た
り
、
所

得
を
上
げ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
実
態
に
合
っ
た
保
険
制

度
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
も
農
業
共
済
事
業
以
外
に

も
コ
メ
・
麦
・
大
豆
の
ナ
ラ
シ
対
策
、
野

菜
の
価
格
安
定
制
度
な
ど
の
制
度
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

窪
山　

そ
れ
ぞ
れ
品
目
が
限
定
さ
れ
て
い

た
り
、
事
故
の
発
生
要
因
が
限
定
さ
れ
て

い
た
り
、販
売
価
格
に
注
目
し
て
い
た
り
、

収
量
に
着
目
し
て
い
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
ん

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
収
入
保
険
は
全

体
的
に
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
た
と
え
ば
、
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
の

被
害
で
収
量
が
下
が
っ
た
場
合
は
、
既
存

の
農
作
物
共
済
で
対
応
で
き
る
の
で
す

が
、
品
目
が
コ
メ
と
麦
、
大
豆
等
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
露
地
野
菜
な
ど
は
対
象

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
次
に
市
場
価
格
が

下
が
っ
た
場
合
は
ナ
ラ
シ
対
策
が
発
動
し

ま
す
。
こ
ち
ら
も
対
象
は
コ
メ
、
麦
、
大

豆
、
ビ
ー
ト
、
澱
ぷ
ん
原
料
用
バ
レ
イ
シ

ョ
に
限
ら
れ
ま
す
。
野
菜
の
価
格
安
定
制

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
収
入
保
険
」
は
、
従
来
の
収
穫
物
、
樹
木
、
動
物
、
建

物
や
農
機
具
を
対
象
に
し
た
現
行
の
共
済
制
度
と
は
全
く
異
な
る
。最
大
の
特
徴
は
、

税
務
申
告
と
連
動
さ
せ
て
「
収
入
の
減
少
」
を
補
償
の
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。

農
業
経
営
の
安
定
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る

米
国
の
収
入
保
険
制
度
に
倣
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
か
ら
推
進
の
陣
頭
指
揮
を
ふ
る

っ
て
き
た
農
林
水
産
省
経
営
局
保
険
課
の
玉
置
賢
課
長
と
農
業
経
営
収
入
保
険
室
の

窪
山
富
士
男
室
長
に
話
を
聞
い
た
。

農業経営収入保険室長

窪山 富士男氏

農林水産省経営局保険課長

玉置 賢氏

特 集 農業保険の最新動向  ～収入保険と民間の損害保険サービス～

2019年に始まる
新しい保険制度
「収入保険」とは

税のしくみを使って

個々の経営の安定化を

サポートする！

Chapter 2
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収入保険 農業共済制度

ねらい 品目の枠にとらわれずに、農業経営者ごとの収入全体を見て総合的に
対応すること

農業者が台風や冷害などの自然災害等によって受ける損失を
補てんすること

制度の
しくみ

品目の枠にとらわれず、自然災害による収入減少だけでなく、価格低
下なども含めた収入減少を補てんする。具体的には、①青色申告を行
なっている農業者（個人・法人）を対象に、②保険期間の収入が基準
収入の９割（補償限度額）を下回った場合に、下回った額の９割（支
払率）について、「掛け捨ての保険方式（保険金）」と掛け捨てとなら
ない積立方式（特約補てん金）」の組み合わせで補てんする

被災した農業者の損失を保険のしくみにより補てんしており、
対象品目について農業者があらかじめ掛け金を出し合って共同
準備財産を造成し、被害が発生した場合にはその共同準備財産
から共済金を支払う

【対象品目】
農作物共済 ：水稲、陸稲、麦
畑作物共済 ：バレイショ、大豆、小豆、インゲン、

ビート、サトウキビ、茶、ソバ、
スイートコーン、タマネギ、
カボチャ、ホップ、蚕繭

果樹共済：温州ミカン、夏ミカン、イヨカン、
その他の指定柑橘、リンゴ、ブドウ、梨、
モモ、オウトウ、ビワ、柿、栗、梅、スモモ、
キウイフルーツ、パインアップル

家畜共済：牛、馬、豚

対象要因
（対象事故）

自然災害による収量減少、需給変動による価格低下など、農業者の経
営努力では避けられない収入減少
※�捨て作りや意図的な安売りなどによって生じた収入減少は補償の対象外

農作物共済、果樹共済、畑作物共済、園芸施設共済：
　　�風水害、干害、冷害、雪害、その他気象上の原因（地震、

噴火を含む）による災害、火災、病虫害、鳥獣害等
家畜共済：家畜の死亡、廃用、疾病、傷害

事業の流れ

2019年度
予算

概算要求額
335億2,700万円 850億2,300万円

■ 収入保険制度と農業共済事業制度のしくみ

【収入保険のしくみ】

【農作物共済の例】

度
も
同
様
で
す
が
、
地
域
平
均
で
収
入
が

下
が
っ
た
と
き
に
収
入
を
補
て
ん
す
る
の

で
、
統
計
デ
ー
タ
で
下
が
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
地
域
で
は
全
員
発
動
し
ま
せ
ん
。
現

行
の
い
ず
れ
の
制
度
で
も
、
個
々
の
事
情

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
業
共

済
で
は
作
付
け
の
準
備
が
さ
れ
る
以
前
だ

と
全
く
補
償
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

怪
我
や
病
気
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
適
期

の
収
穫
が
で
き
ず
、
品
質
低
下
や
売
り
上

げ
が
下
が
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
収
入
保
険
で
は
補
償
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
収
入
の
減
少
が
生
じ
た

場
合
に
補
償
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
要
因
を
限
定
し
な
い
こ
と

か
ら
、全
部
を
カ
バ
ー
で
き
る
わ
け
で
す
。

―
―
ほ
と
ん
ど
の
品
目
が
対
象
に
な
る
そ

う
で
す
が
、
加
入
で
き
な
い
品
目
は
あ
り

ま
す
か
？

窪
山　

畜
産
の
緊
急
対
策
（
通
称
“
マ
ル

キ
ン
”）
な
ど
が
打
た
れ
て
い
る
肉
用
牛
、

子
牛
、
肉
豚
、
鶏
卵
は
対
象
外
で
す
。
そ

の
４
品
目
を
除
い
た
、
コ
メ
、
畑
作
物
、

野
菜
、
果
樹
、
花
、
酪
農
家
の
生
乳
、
肉

鶏
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
農
産
物
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
農
地
で
収
穫
し

た
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
簡
単
に
加
工
し

た
加
工
品
も
含
み
ま
す
。
コ
メ
の
場
合
は

精
米
や
餅
加
工
の
売
り
上
げ
も
収
入
保
険

の
収
入
に
含
み
ま
す
。

―
―
補
て
ん
の
し
く
み
に
つ
い
て
解
説
を

お
願
い
し
ま
す
。
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■ 収入保険の対象収入の算定方法

■ 収入減少の程度に応じた補てんの状況

■ 危険段階別の保険料率

保険期間の
収入減少の程度 補てんの状況

20%減 基準収入の
89％まで

30%減 88％まで

40%減 87％まで

50%減 86％まで

60%減 85％まで

70%減 84％まで

80%減 83％まで

90%減 82％まで

100%減 81％まで

危険段階
区分

保険料率（％）
（国庫補助後）

10 2.574

9 1.578

8 1.522

7 1.467

6 1.412

5 1.356

4 1.301

3 1.246

2 1.190

1 1.135

0 1.080

-1 1.024

-2 0.969

-3 0.913

-4 0.858

-5 0.803

-6 0.747

-7 0.692

-8 0.637

-9 0.581

-10 0.540

窪
山　

収
入
保
険
は「
積
立
方
式
」と「
保

険
方
式
」
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
積
立
方

式
は
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
ず
、

農
業
共
済
と
同
じ
よ
う
に
自
己
責
任
部
分

が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
１
割
で
す
。
積
立
方

式
が
１
割
で
す
の
で
、
保
険
方
式
と
両
方

に
加
入
し
た
場
合
は
、
保
険
期
間
の
収
入

が
「
基
準
収
入
」
の
９
割
を
下
回
っ
た
場

合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
が
補
て
ん
さ

れ
ま
す
。
保
険
方
式
の
み
で
す
と
、
基
準

収
入
の
８
割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回

っ
た
額
の
９
割
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
基
準
収
入
は
青
色
申
告
が
過
去
５
年

以
上
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
直
近
５
年
間
の

農
業
収
入
（
農
産
物
の
販
売
金
額
等
）
の

平
均
を
計
算
し
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
す

と
、
実
際
の
営
農
実
態
に
合
わ
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
経
営
面
積
が
拡
大

し
て
い
る
方
や
売
り
上
げ
が
上
が
る
傾
向

の
あ
る
方
は
引
き
上
げ
る
な
ど
、
工
夫
を

し
て
設
定
し
ま
す
。

―
―
気
に
な
る
の
は
掛
け
金
で
す
ね
。

窪
山　

掛
け
金
で
す
が
、
保
険
方
式
の
保

険
料
に
は
50
％
、
積
立
方
式
の
積
立
金
に

は
75
％
、
そ
れ
か
ら
事
務
費
に
も
50
％
の

国
庫
補
助
が
入
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
安

心
し
て
く
だ
さ
い
！　

危
険
段
階
別
の
保

険
料
率
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
初
年
度

は
ど
な
た
も
標
準
の
１
・
０
８
０
％
に
な

り
ま
す
。
積
立
方
式
だ
け
が
発
動
し
て
保

険
金
の
受
け
取
り
が
な
い
方
は
毎
年
１
段

階
ず
つ
下
が
っ
て
い
っ
て
、
10
年
経
っ
た

ら
半
分
に
な
る
と
い
う
設
計
で
す
。
保
険

金
の
受
け
取
り
を
辞
退
さ
れ
た
場
合
も
下

が
り
ま
す
。
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合

で
も
、
一
回
で
上
が
る
の
は
最
大
３
区
分

ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
捨
て
作
り
な
ど
で
故
意
に
受
け
取
る

ケ
ー
ス
に
は
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

窪
山　

捨
て
作
り
は
確
信
犯
で
す
か
ら
、

保
険
金
を
そ
も
そ
も
支
払
い
ま
せ
ん
！　

あ
ま
り
に
悪
質
な
こ
と
が
何
年
も
続
く
よ

う
で
し
た
ら
、
加
入
さ
せ
な
い
と
い
う
対

応
を
と
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
対
策
と
し
て
は
、
保
険
期
間
中
に

自
然
災
害
や
品
質
低
下
等
が
発
生
し
た
場

合
に
申
告
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
保
険
期
間
中
に
大
き
な
損
害

を
被
っ
た
場
合
は
そ
の
時
点
で
資
金
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
国
農
業
共
済
組

合
連
合
会
か
ら
つ
な
ぎ
融
資
を
無
利
子
で

行
な
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
保
険
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
の
で
、
相
殺
す
る
形
で
返
し

て
も
ら
う
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

―
―
従
来
の
制
度
と
同
時
に
利
用
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？

窪
山　

こ
こ
が
農
業
者
に
と
っ
て
は
一
番

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。「
収
入
保
険
」

か
「
農
業
共
済
（
農
作
物
共
済
、
畑
作
物

共
済
、
果
樹
共
済
（
収
穫
物
））
と
ナ
ラ

シ
対
策
、
野
菜
の
価
格
安
定
制
度
の
組
み

合
わ
せ
」
か
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
国
の
補
助
金
が
入
っ
た

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
制
度
に
は
重
複

し
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

―
―
品
目
ご
と
に
具
体
例
を
挙
げ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

窪
山　

コ
メ
農
家
の
場
合
は
、
収
入
保
険

に
加
入
す
る
か
、
農
作
物
共
済
と
ナ
ラ
シ

対
策
の
組
み
合
わ
せ
を
選
択
す
る
か
で

す
。
野
菜
農
家
で
も
指
定
産
地
で
価
格
安

定
制
度
を
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
ら
、
継
続
し
て
使
い
続
け
る

か
、
や
め
て
収
入
保
険
に
加
入
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
価
格
安
定
制
度

農業保険の最新動向  ～収入保険と民間の損害保険サービス～特 集
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を
脱
退
し
て
も
、
指
定
産
地
の
条
件
を
満

た
さ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。指
定
産
地
で
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

収
入
保
険
は
使
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

制
度
見
直
し
の
き
っ
か
け
は 

自
然
災
害
の
多
様
化

―
―
農
業
共
済
は
食
糧
管
理
制
度
が
前
提

に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
廃
止

さ
れ
て
、
国
に
よ
る
生
産
調
整
が
な
く
な

っ
て
か
ら
も
、農
業
共
済
（
農
作
物
共
済
）

に
は
当
然
加
入
制
を
残
す
形
で
継
続
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
い
ま
見
直
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

窪
山　

率
直
に
申
し
上
げ
る
と
、
い
ま
あ

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
す
べ
て
任
意
加

入
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ナ
ラ

シ
対
策
も
野
菜
の
価
格
安
定
制
度
も
、
今

回
ス
タ
ー
ト
す
る
収
入
保
険
も
当
然
任
意

加
入
で
す
か
ら
。
農
作
物
共
済
だ
け
に
当

然
加
入
制
を
残
し
て
お
く
と
、
収
入
保
険

に
移
り
た
く
て
も
移
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
情

も
踏
ま
え
て
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
農
作

物
共
済
の
義
務
加
入
制
を
廃
止
す
る
と
い

う
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

―
―
食
料
管
理
法
（
以
下
、
食
管
法
）
が

あ
る
限
り
は
農
水
省
の
管
轄
下
で
米
麦
は

生
産
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
制
度

を
廃
止
し
た
時
点
で
経
営
者
の
自
主
性
に

任
せ
る
方
向
に
変
化
し
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
変
化
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
個
人
の

収
入
を
基
準
に
す
る
と
い
う
や
り
方
が
出

て
き
た
と
。
そ
の
一
方
で
、
制
度
の
見
直

し
に
至
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

玉
置
賢
（
保
険
課
長
）　

農
作
物
共
済
に

当
然
加
入
制
が
あ
る
の
は
、
食
管
法
で
米

麦
を
政
府
が
全
量
買
い
上
げ
て
管
理
し
て

い
た
と
い
う
歴
史
が
語
っ
て
い
る
と
お
り

で
す
。
95
年
の
時
点
で
は
食
管
法
は
な
く

な
っ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
新
し
い
基
本
法
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
食
管
法
の
廃

止
前
に
自
主
流
通
米
が
出
て
き
て
、
価
格

も
銘
柄
ご
と
に
形
成
さ
れ
て
販
売
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。少
し
前
後
し
ま
す
が
、

93
年
に
は
認
定
農
業
者
制
度
が
で
き
て
、

農
業
基
本
法
が
で
き
た
の
は
99
年
で
し

た
。
農
業
経
営
の
流
れ
が
い
ろ
い
ろ
変
化

し
て
い
く
な
か
で
、
省
内
で
は
い
ろ
い
ろ

な
制
度
を
整
え
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
共

済
の
見
直
し
や
収
入
保
険
の
導
入
は
、
こ

う
し
た
政
策
の
動
き
の
な
か
で
た
ど
り
着

い
た
結
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
回
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
は
？

玉
置 

共
済
制
度
に
と
っ
て
は
、
食
管
法

が
な
く
な
る
前
々
年
の
93
年
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
年
で
し
た
。
冷
害
が
発
生
し
て
、

最
も
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
と
く

に
水
稲
で
農
作
物
共
済
を
契
約
し
て
い
る

百
何
十
万
人
の
農
家
に
と
っ
て
は
経
営
の

下
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
底

辺
に
あ
り
ま
す
。
災
害
対
応
と
い
う
面
で

は
、
昔
は
冷
害
に
よ
る
被
害
が
大
き
い
も

の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
で
は
台
風
や

ら
高
温
障
害
な
ど
の
リ
ス
ク
も
増
え
て
い

ま
す
。
当
然
、
共
済
事
業
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
部
分
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
15
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
の
際

に
は
倉
庫
へ
の
浸
水
に
よ
っ
て
コ
メ
が
出

荷
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
噴
火
や
地
震
の

影
響
で
作
付
け
が
で
き
な
い
圃
場
が
出
て

き
た
り
、
共
済
期
間
外
で
起
き
る
災
害
や

事
故
も
あ
り
ま
し
た
。
市
場
価
格
が
下
が

っ
て
、
ナ
ラ
シ
制
度
が
で
き
た
の
も
数
年

前
の
こ
と
で
す
し
、
新
た
な
リ
ス
ク
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
を
検
討
し
た
な
か
で
共

済
事
業
の
見
直
し
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

―
―
収
入
保
険
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
か

で
、
農
業
共
済
制
度
が
残
る
形
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

窪
山　

答
え
は
簡
単
で
す
。
収
入
保
険
は

青
色
申
告
者
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
白
色
申
告
の
農
業
者
は
入
れ
な
い
ん

で
す
。
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
な
い
方
が

災
害
に
備
え
る
術
が
な
い
と
、
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
と
い
う
体
制
を
実
現
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
残
し
て
い
ま
す
。
白
色
申
告

の
方
で
も
、
収
入
と
経
費
は
付
け
て
い
る

は
ず
な
ん
で
す
。
そ
こ
に
残
高
を
つ
け
る

簡
易
な
方
式
の
青
色
申
告
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
、
青
色
申
告
へ
移
行
し
た
ら
ど

う
で
す
か
と
い
う
推
進
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
数
字
で
い
う
と
、
加
入
で
き
る
経
営

体
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

窪
山　

16
年
の
デ
ー
タ
で
、
青
色
申
告
を

し
て
い
る
経
営
体
は
約
44
万
５
０
０
０
経

営
体
で
す
ね
（
右
表
）。
販
売
農
家
数
は

約
１
２
５
万
で
す
の
で
、
そ
れ
を
分
母
に

置
く
と
、
３
割
強
で
し
ょ
う
か
。

―
―
そ
う
す
る
と
、
農
作
物
共
済
を
残
さ

ざ
る
を
得
な
い
ん
で
す
ね
。

玉
置　

は
い
。
コ
メ
の
場
合
は
、
や
は
り

兼
業
が
多
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
か

ら
。
水
稲
作
を
中
心
に
ほ
か
の
作
物
を
含

め
て
経
営
発
展
し
て
い
く
方
た
ち
は
収
入

保
険
に
移
行
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

ま
で
も
兼
業
で
１
ha
未
満
で
コ
メ
づ
く
り

■ 農業所得のある青色申告者数と農家戸数、経営体数 （単位：万人）

出典：農林水産省『収入保険制度の導入について』

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

青色申告者数 42.0 42.2 42.4 43.0 44.0 44.5 

個人 40.6 40.8 41.0 41.5 42.1 42.4 

法人 1.4 1.4 1.4 1.5 1.9 2.1 

主業農家数 35.6 34.4 32.5 30.4 29.4 28.5 

認定農業者数 23.8 23.3 23.1 23.8 24.6 24.2 

農業経営改善�
計画が満了年の者 ― 4.1 3.6 3.9 5.4 5.7 

新規就農者数 1.9 1.9 1.8 2.2 2.3 2.2 
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を
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
方
々
は
義
務
的

に
共
済
に
加
入
し
て
き
た
の
で
す
が
、
ど
こ

ま
で
保
険
と
い
う
も
の
が
必
要
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
従
来
型
の
農

作
物
共
済
で
あ
る
程
度
は
そ
の
リ
ス
ク
を

カ
バ
ー
で
き
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
と
い
う
こ
と
は
、
加
入
条
件
を
満
た

し
て
い
る
方
は
、
収
入
保
険
に
移
行
し
た

ほ
う
が
い
い
で
す
よ
と
い
う
姿
勢
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
？　

本
誌
の
読
者
に

し
て
み
れ
ば
、
収
入
保
険
の
ほ
う
が
メ
リ

ッ
ト
の
大
き
い
こ
と
を
承
知
さ
れ
る
ん
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

玉
置　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）。
補
償

内
容
と
し
て
は
、
収
入
保
険
が
断
然
有
利

だ
と
思
い
ま
す
よ
。
あ
と
は
経
済
的
な
面

で
ど
う
判
断
さ
れ
る
か
、
で
す
。
収
入
保

険
と
い
う
新
し
い
保
険
を
選
択
す
る
の

か
、
掛
け
金
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
部
分

ま
で
十
分
に
検
討
い
た
だ
い
て
、
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

民
間
損
保
会
社
も
技
術
連
携

―
―
収
入
保
険
の
制
度
化
に
当
た
っ
て
、

モ
デ
ル
に
な
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

窪
山　

米
国
の
収
入
保
険
（
Ｗ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）

で
す
ね
。
税
の
し
く
み
を
使
っ
て
収
入
を

把
握
す
る
と
か
、
基
準
収
入
を
ど
の
よ
う

に
設
定
す
る
か
と
い
う
部
分
は
参
考
に
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は

農
業
共
済
の
よ
う
な
収
量
保
険
は
あ
り
ま

す
が
、
収
入
保
険
は
な
い
で
す
。
米
国
の

収
入
保
険
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
本
で

は
ど
う
い
う
し
く
み
で
運
用
で
き
る
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
を
、
15
～
17
年
ま
で
の
３

年
間
で
全
国
の
１
０
０
０
経
営
体
の
協
力

を
得
て
事
業
化
調
査
を
や
り
ま
し
た
。

―
―
民
間
の
損
害
保
険
会
社
の
参
入
を
検

討
す
る
余
地
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

窪
山　

事
業
化
調
査
の
際
に
、
そ
の
調
査

事
業
を
請
け
負
っ
た
の
は
農
業
共
済
組
合

だ
け
で
な
く
、
民
間
の
保
険
会
社
も
手
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
成
果
物

は
出
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
３
年

間
の
調
査
期
間
の
１
年
だ
け
で
降
り
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
農
業
現
場

の
事
情
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
相
当
苦
労

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。調
査
後
に
も
、

収
入
保
険
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
議
論
し

て
も
ら
う
と
き
に
も
民
間
の
損
害
保
険
会

社
に
は
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、

「
保
険
の
実
施
主
体
と
し
て
参
入
す
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
民
間
の
損
害
保

険
会
社
と
し
て
持
っ
て
い
る
商
品
開
発
や

推
進
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
っ
た
技
術
的
な
面

で
は
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
経
緯
を
経
て
、
実
施
主
体
は
全
国

農
業
共
済
組
合
連
合
会
に
な
り
ま
し
た

が
、
法
律
に
も
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

た
め
、
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
は
民

間
保
険
会
社
と
積
極
的
に
技
術
連
携
を
図

る
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
に
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
か
ら
職

員
が
出
向
し
て
、
加
入
推
進
や
契
約
時
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
い
方
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。

―
―
ほ
か
に
も
園
芸
施
設
共
済
な
ど
は
、

民
間
の
損
害
保
険
と
類
似
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

玉
置　

は
い
。
そ
の
と
お
り
で
す
。
全
体

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
民
間

の
損
害
保
険
会
社
で
も
施
設
に
対
す
る
保

険
商
品
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
基
本
的
に
は
園

芸
施
設
共
済
の
ほ
う
が
シ
ェ
ア
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
民
間
の
損
害
保
険
会
社
は

商
品
を
作
る
と
き
に
持
続
的
に
そ
の
商
品

を
運
営
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
保
険
設

計
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
契
約
者
か
ら
の
保

険
料
で
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
園
芸
施

設
の
被
害
率
が
ど
の
程
度
な
の
か
を
計
算

し
た
上
で
掛
け
金
な
ど
が
算
出
さ
れ
ま
す

が
、
園
芸
施
設
共
済
の
掛
け
金
に
は
基
本

的
に
国
庫
負
担
が
あ
り
ま
す
。
現
場
の
農

業
者
の
声
を
聞
く
限
り
で
は
、
必
ず
し
も

民
間
の
損
保
の
加
入
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

―
―
園
芸
施
設
共
済
の
加
入
率
は
４
割
程

度
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

玉
置　

加
入
状
況
に
は
地
域
性
が
あ
り
ま

す
ね
。
全
国
を
均
す
と
加
入
率
は
４
割
強

な
ん
で
す
が
、
北
海
道
や
宮
崎
、
高
知
と

い
っ
た
台
風
の
常
襲
地
帯
は
加
入
率
が
高

い
で
す
。
ち
な
み
に
、
最
近
で
園
芸
施
設

共
済
の
支
払
が
多
か
っ
た
の
は
、
14
年
の

関
東
の
大
雪
で
す
。
東
北
、
関
東
に
と
ど

ま
ら
ず
、
大
阪
で
も
ハ
ウ
ス
が
倒
れ
た
り

し
ま
し
た
。

―
―
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、
共
済
な
り

民
間
の
損
保
に
入
っ
て
い
な
い
と
、
補
償

さ
れ
な
い
の
で
す
ね
。

玉
置　

そ
う
で
す
ね
。
再
建
に
つ
い
て
補

助
事
業
は
過
去
に
例
の
な
い
災
害
な
ど
の

場
合
に
限
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
園

芸
施
設
は
建
物
で
す
か
ら
家
と
同
じ
で
、

事
前
に
手
を
打
っ
て
い
な
け
れ
ば
そ
の
損

害
へ
の
対
応
策
は
な
い
で
す
ね
。
園
芸
施

設
共
済
や
民
間
の
損
害
保
険
の
ほ
か
、
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
保
険
に
加
入
し
て
、
メ

ー
カ
ー
保
証
で
対
応
し
ま
す
と
い
う
方
も

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

窪
山　

ち
な
み
に
園
芸
施
設
共
済
と
収
入

保
険
は
同
時
加
入
で
き
ま
す
よ
！　

同
じ

く
、
固
定
資
産
の
損
失
を
補
て
ん
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
家
畜
共
済
や
果
樹
共
済
等
も

収
入
保
険
と
同
時
に
入
れ
ま
す
。
中
身
が

違
い
ま
す
か
ら
ね
。
対
象
外
の
畜
産
４
品

目
に
つ
い
て
も
、
複
合
経
営
の
場
合
、
他

の
品
目
は
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

し
、
収
入
保
険
と
従
来
の
制
度
等
を
上
手

く
組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農業保険の最新動向  ～収入保険と民間の損害保険サービス～特 集
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
当
社
は
、
全

国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
共

済
連
）
が
筆
頭
株
主
で
あ
り
、
主
に
農
協

の
組
合
員
に
対
す
る
補
償
提
供
が
大
き
な

役
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
共
済
連
で

は
共
済
の
し
く
み
で
人
・
家
・
車
に
関
す

る
補
償
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
掛
け
金

が
安
く
て
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
商
品
が
多

い
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。

昨
今
の
６
次
産
業
化
や
大
規
模
化
な
ど

の
農
業
事
情
の
変
化
に
伴
い
、
共
済
と
い

う
補
償
の
し
く
み
だ
け
で
す
べ
て
を
ま
か

な
い
き
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
な
か
、
当
社
で
は
農
業
者
向
け
に

「
農
業
者
賠
償
責
任
保
険
（
以
下
、農
賠
）」

と
「
農
業
応
援
隊
」
と
い
う
二
つ
の
商
品

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
農
賠
を
簡
易
版
と

す
る
と
、
農
業
応
援
隊
は
充
実
版
の
よ
う

な
位
置
づ
け
で
す
。

来
年
か
ら
始
ま
る
収
入
保
険
と
当
社
の

二
商
品
と
は
補
償
内
容
が
ま
っ
た
く
重
複

し
て
い
ま
せ
ん
。
収
入
保
険
は
国
庫
が
半

分
入
る
く
ら
い
で
す
の
で
、
民
間
保
険
で

は
単
独
で
な
か
な
か
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
農
業
者
が
近
隣
の
農
業
者

に
か
け
た
迷
惑
な
ど
は
国
の
補
償
で
は
対

応
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
民
間

の
保
険
を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
動
い
て

い
ま
す
。

農
協
組
合
員
専
用
タ
イ
プ
も

ま
ず
、
農
賠
は
農
協
の
組
合
員
専
用
の

商
品
で
、
前
提
と
し
て
農
協
が
当
社
に
取

り
扱
い
の
意
思
を
示
し
て
く
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
で
、
窓
口
の
農

協
が
組
合
員
か
ら
の
申
し
込
み
を
取
り
ま

と
め
て
当
社
に
つ
な
い
で
も
ら
う
流
れ
に

な
り
ま
す
。
組
合
員
か
ら
直
接
当
社
に
申

し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ま
り
複
雑
に
せ
ず
、「
生
産
物
リ
ス

ク
」「
施
設
リ
ス
ク
」「
保
管
物
リ
ス
ク
」

を
補
償
対
象
に
し
て
お
り
、
農
地
面
積
と

補
償
の
限
度
額
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
で

掛
け
金
が
決
ま
り
ま
す
。

現
時
点
で
の
加
入
者
は
、
全
国
の
３
分

の
１
に
当
た
る
２
２
０
ほ
ど
の
農
協
の
組

合
員
約
７
０
０
０
戸
で
す
。

共
済
を
カ
バ
ー
す
る

農
業
者
向
け
補
償
を
幅
広
く
提
供

共
栄
火
災
海
上
保
険
㈱

　

農
業
共
済
と
収
入
保
険
と
い
っ
た
公
的
保
険
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
は
、
農
業
経
営
に
伴
う
リ
ス
ク
の
一
部
に
限
ら
れ
る
。
基
本
的
に
は
、

自
然
災
害
な
ど
の
影
響
で
、生
産
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
は
ず
の
収
入
減
少
が
補
償
対
象
だ
。
と
こ
ろ
が
、業
務
上
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
は
生
産・

収
入
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
農
作
業
中
に
誤
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
と
か
、
販
売
し
た
加
工
品
を
回
収
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
態
に
陥
っ
た
と
か
、
農
機
具
や
施
設
に
損
害
が
発
生
し
た
と
か
…
…
。
民
間
の
保
険
商
品
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
損
害

賠
償
が
中
心
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
民
間
の
損
害
保
険
会
社
が
提
供
す
る
農
業
関
連
商
品
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
が
対
応
す
る
リ

ス
ク
を
載
せ
た
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　

実
を
い
う
と
、
農
業
者
向
け
を
謳
っ
た
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
会
社
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
調
べ
た
限
り
で
は
数
社
に
と
ど
ま
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
既
存
の
農
業
共
済
が
あ
る
程
度
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
や
農
業
分
野
の
市
場
規
模
が
小
さ
い
こ
と
、
自
然
災
害
に
は

地
域
性
が
あ
り
事
故
率
の
算
定
が
難
し
い
と
い
っ
た
事
情
が
伺
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
農
業
者
側
の
意
識
が
「
営
農
」
か
ら
「
経
営
」
へ
と

変
化
し
、
保
険
の
必
要
性
を
認
識
す
る
階
層
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
し
て
い
る
。

　

民
間
保
険
が
公
的
保
険
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
個
々
の
農
業
経
営
が
抱
え
る
事
情
に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
用
意
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
、
地
域
に
密
着
し
た
代
理
店
の
担
当
者
を
交
え
て
、
保
険
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

民間損保の
農業者向けサービス

公的保険だけでは

リスクを

カバーしきれない！

Chapter 3
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■「農業応援隊」と「農業者賠償責任保険」との補償比較（概要）

補償・特約 補償内容・事故例など 農業
応援隊 農賠

生産物危険補償 農産物等の欠陥に起因する損害賠償
（例：食中毒・異物混入等） 〇 〇

施設危険補償 農地や施設での業務遂行等に起因する損害賠償
（例：ドリフト等） 〇 〇

保管物危険補償 借用した農機の損害、第三者から預かった農産物の盗取等
（例：リースした農機の盗難等） 〇 〇

管理中車両危険補償 農家レストランの駐車場の管理不備でお客様の車両に損害
（例：車両誘導ミス等） 〇 ×

上記危険補償にかかる
費用・補償

初期対応費用（交通費、慣習上の見舞金等）�
訴訟対応費用（当事者照会などの訴訟対応費等）など 〇 ×

リコール特約 賠償事故発生時の農産物等の回収費用
（※賠償事故発生のおそれ、表示ミス等の回収を含める） 〇 △

一部補償

休業補償特約 施設損壊に伴う休業時の喪失利益�
食中毒等の発生に伴う休業時の喪失利益 〇 ×

個人情報漏洩補償特約 個人情報漏洩に伴う損害賠償や対応費用
（例：コンピュータウイルスに感染し、顧客情報が第三者へ流出した） 〇 ×

使用者賠償補償特約 農作業に伴う従業員の死傷に対する使用者の賠償責任 〇 ×

企業イメージ
回復費用特約

生産物・施設・保管物・管理自動車にかかる賠償事故発生時の信頼
回復費用、風評の防止・軽減
（例：社告費用、広告宣伝費等）

〇 ×

賃借施設失火
賠償責任補償特約

賃借施設の火災等による損害
（例：賃借していた店舗で火災、貸主への損害賠償） 〇 ×

構内工作車補償 施設構内における工作車使用時の対人・対物賠償
（例：加工場内でフォークリフト作業中に来場者と対人事故） 〇 ×

生産物自体の損害 
および回収費用補償特約

賠償事故発生に伴う出荷した生産物自体の損害および回収費用
（例：ケーキ製造用に出荷したイチゴに起因した賠償事故で他原料
に損害を与えた等）

〇 △
一部補償

財物損壊を伴わない
使用不能損害補償

財物賠償事故発生のない第三者への使用不能損害
（例：牛が逃げ出し、線路内に立ち入り列車を止めた等） 〇 ×

民泊補償 農業体験中の宿泊者への賠償
（例：宿泊者の食中毒・負傷等） 〇 〇

豊
富
な
補
償
を
任
意
で
選
べ
る

農
業
応
援
隊
は
、
６
次
産
業
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
な
農
業
者
が
対
象
で
、

豊
富
に
用
意
し
た
補
償
か
ら
契
約
者
が
選

べ
る
保
険
で
す
。
た
と
え
ば
、
賠
償
事
故

発
生
時
の
農
産
物
等
の
回
収
費
用
を
補
償

す
る
「
リ
コ
ー
ル
特
約
」
や
、
農
作
業
に

伴
う
従
業
員
の
死
傷
に
対
す
る
使
用
者
の

賠
償
責
任
を
補
償
す
る
「
使
用
者
賠
償
補

償
特
約
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
商
品
は
誰
で
も
当
社
に
直
接
申
し

込
め
ま
す
。
た
だ
、
農
林
水
産
業
・
食
品
事

業
の
売
上
高
が
全
売
上
高
の
50
％
以
上
を

占
め
る
法
人
・
個
人
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

補
償
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
膝
詰
め

で
経
営
内
容
や
ど
う
い
っ
た
リ
ス
ク
が
あ

る
の
か
を
意
見
交
換
し
た
う
え
で
、
補
償

内
容
と
掛
け
金
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

農
賠
の
後
に
開
発
し
た
商
品
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
加
入
者
は
全
国
で
ま
だ
５
０
０

戸
ほ
ど
で
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
と
協
力

Ｊ
Ａ
共
済
連
と
当
社
は
同
じ
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
４
月
か
ら
Ｊ

Ａ
共
済
連
を
通
じ
て
全
都
道
府
県
で
、
各

農
協
の
組
合
員
に
対
す
る
徹
底
し
た
点
検

活
動
を
組
織
を
挙
げ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
当
社
独
自
で
農
業
者
は

ど
こ
で
困
っ
て
い
る
の
か
を
点
検
す
る
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
一
歩

前
進
し
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
の
事
業
方
針
に
点

検
活
動
を
３
カ
年
計
画
で
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
よ
っ
て
拾
い
上
げ
た
農
業

者
の
困
り
ご
と
が
当
社
の
商
品
に
当
て
は

ま
り
そ
う
な
と
き
は
案
内
に
出
向
き
ま
す
。

大
多
数
の
農
業
者
は
保
険
の
「
ほ
」
の
字

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
保
険
に
積

極
的
に
入
り
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
せ

ん
。
本
当
に
必
要
だ
と
感
じ
た
人
が
出
て

き
て
契
約
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
増
え
て
い

く
こ
と
が
多
い
の
が
実
態
で
す
。
そ
の
突

破
口
を
点
検
活
動
で
開
い
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

�

（
農
林
水
産
部　

八
巻
習
氏
談
）

農業保険の最新動向  ～収入保険と民間の損害保険サービス～特 集
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リスク 保険商品

財物損害リスク ビジネスキーパー

事業中断リスク ビジネスキーパー

賠償リスク（国内） ビジネスプロテクター

賠償リスク（海外） 海外生産物賠償責任保険

回収リスク 生産物品質保険

支援メニュー 内容

経営リスクアドバイス 人事労務、事業承継、海外進出支援、知的財産リスクマネジメント等

ビジネスマッチング 新たな販売先・仕入先、新製品開発パートナーとのビジネスマッチング等

リスクコンサルティング コンプライアンス、衛生管理、品質管理等

年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 累計

契約件数 868 1,215 1,452 1,454 1,428 6,417

■「フード＆アグリ総合補償プラン」新規契約実績

■ 農業関連企業を取り巻くリスクに対応する保険等

■ 各種支援メニュー

農
業
関
連
企
業
向
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商

品「
フ
ー
ド
＆
ア
グ
リ
総
合
補
償
プ
ラ
ン
」

を
２
０
１
３
年
５
月
よ
り
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
商
品
で
は
農
業
関
連
企
業
を
取

り
巻
く
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
保
険
等
を
用

意
し
て
お
り
、
事
業
の
持
続
的
な
発
展
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

�

（
火
災
傷
害
保
険
部　

庄
司
瞬
氏
談
）

収
入
保
険
を
後
方
支
援

当
社
は
収
入
保
険
の
実
施
主

体
で
あ
る
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
の
賛
助
会
員
と
し
て
、

情
報
共
有
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
収
入
保
険
制
度
に
協

力
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
と

こ
ろ
で
６
次
産
業
化
に
代
表
さ

れ
る
食
品
加
工
や
農
作
物
の
輸

出
な
ど
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
対

し
て
保
険
や
サ
ー
ビ
ス
で
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

天
候
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

天
候
の
影
響
に
よ
り
収
益
減

少
や
支
出
増
大
の
リ
ス
ク
を
抱

え
る
法
人
向
け
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ

ジ
の
た
め
の
商
品
と
し
て
「
天

候
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
」
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

気
象
庁
で
観
測
さ
れ
て
い
る
気

温
や
降
水
量
、風
速
、日
照
時
間
、

積
雪
量
か
ら
指
標
を
定
め
、
契
約

期
間
中
に
指
標
が
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
約

保
険
以
外
に
も

各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
う

農
業
の
周
辺
を

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
商
品
で
対
応

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
㈱

損害保険ジャパン日本興亜のアグリビジネス商品

リスク 保険商品

貸倒リスク 取引信用保険

供給不能リスク 専門事業者賠償責任保険

不作・
価格高騰リスク 天候デリバティブ

輸送リスク（国内） サポートワン

輸送リスク（海外） 外航貨物海上保険
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当社グリーン事業部では、パイプハウスからガラスハ
ウスまで豊富なラインナップをそろえています。農業ビ
ジネスを取り巻く環境が変化し続けるなか、当社の製品
やサービスも同様に進化し続け、農家の皆様をサポート
しています。
近年、これまで経験したことのないような異常気象に
よる自然災害が増加しています。大雪や台風はいつやっ
てくるのかわかりません。そんな自然と毎日隣り合わせ
で働いている農家の皆様が安全、安心に作物を育ててい
くため、当社グリーン事業部では 2003 年よりグリーン
ハウス3年補償を開始しました。
当社で設計・施工したパイプハウスからガラスハウス
まで 3年間の補償が付いています。当社グリーン事業部
ではこれらハウスの全ラインナップに性能表示を行なっ
ており、耐雪性や耐風性をホームページ上で公開もして
います。� （グリーン事業部商品開発部談）

1 風災・ひょう災・雪災

2 火災

3 落雷

4 破裂・爆発

5 物体の落下・車輌飛び込み

6 水漏れ

7 騒じょう等の暴行

8 盗難による毀損

9 水害

ハウスメーカーの製品補償―渡辺パイプ㈱
自社製ハウスに 3年補償

強靭なトラス構造で強度を高めたパイプハウス「トラスハウス」

農業保険の最新動向  ～収入保険と民間の損害保険サービス～特 集

定
し
た
金
額
を
支
払
い
ま
す
。
火
災
保
険
や

自
動
車
保
険
の
よ
う
な
保
険
商
品
と
は
異
な

り
、
損
害
確
認
は
行
な
わ
れ
ず
、
迅
速
に
受

取
金
額
を
支
払
え
る
商
品
で
す
。

契
約
に
あ
た
っ
て
は
、
影
響
を
受
け
る

気
象
指
標
は
も
ち
ろ
ん
、
観
測
地
点
や
観

測
期
間
な
ど
を
お
客
様
の
天
候
リ
ス
ク
の

状
況
に
応
じ
て
個
別
に
尋
ね
、
最
適
な
契

約
内
容
を
提
案
し
ま
す
。
受
取
金
額
に
つ

い
て
も
、
お
客
様
の
財
務
諸
表
な
ど
客
観

的
資
料
を
確
認
さ
せ
て
も
ら
い
、
気
象
変

動
に
よ
っ
て
損
失
を
被
る
可
能
性
の
あ
る

範
囲
内
で
設
定
し
て
い
ま
す
。

農
業
分
野
に
関
し
て
は
、
お
客
様
の
個

別
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
天
候
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
の
み
な
ら
ず
、
ほ
か
の
保
険
商
品
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
包
括
的
に
提
案
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｐ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
昨
年

11
月
に
農
業
保
険
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
提
供

す
る
た
め
の
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「A
griSom

po

」
を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
年
３
月
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
統
合
機
能

構
築
の
一
環
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
農
業
保

険
会
社
Ａ
＆
Ａ
社
を
買
収
し
、
世
界
各
国
の

■適用となる損害補償

農
業
リ
ス
ク
に
応
じ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

当
社
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
６
次
産
業
化
を

手
が
け
て
い
る
よ
う
な
農
業
者
が
中
心
に

な
り
ま
す
。
経
営
内
容
全
体
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
た
う
え
で
、
当
社
の
商
品
で
提
案
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
農

業
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
商
品
を

作
る
な
ど
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
金
額
の
設
定
に
し
て
も
無
駄

が
け
の
な
い
よ
う
な
配
慮
や
、
万
が
一
事
故

に
遭
わ
れ
た
際
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
保
険
金

を
支
払
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
農
業
と
い
う
単
な
る
業
態
だ
け

で
は
な
く
、
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進
ん
で

い
る
地
域
（
農
村
等
）
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
地
方
創
生
・
活
性
化
を
実
現
し
て
い

く
の
か
を
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
広
い
意

味
で
の
地
域
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
企
画
開
発
部　

伊
藤
互
一
氏
、
戸
張
慎
也

氏
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
業
務
部　

伊

藤
洋
行
氏
談
）


